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以下の問題で解答のために必要があれば、次に示す数値を用いなさい。

○原子量：H ＝ 1.0、C ＝ 12、O ＝ 16、S ＝ 32

○問題文中の体積の単位 L は、リットルを表す。

○ 1 mol の気体は、0 ℃、1.013 × 105 Pa（1 atm）（標準状態）で 22.4 L の体積

を占める。

問題 1 ．以下の問い（問 1 ～ 8）に答えなさい。［ 解答番号　 1 ～ 8 ］

問 1 ．物質の状態変化に関する現象と、その変化を表す語の組合せとして誤りを含

むものはどれか。最も適当なものを、次のⓐ～ⓔのうちから一つ選びなさい。

1

現　　　象 変化

ⓐ たんすの中に入れていたナフタレン（防虫剤）が小さくなっていた。 凝固

ⓑ 冷凍庫に長期間入れていた氷の塊が小さくなっていた。 昇華

ⓒ ベランダに干していた濡れた洗濯物が昼には乾いていた。 蒸発

ⓓ 池の表面に張っていた氷が昼にはとけていた。 融解

ⓔ コップに氷の入った水を入れていたところ、コップの表面に水滴が

ついていた。
凝縮

問 2 ．原子番号が 1 から 20 までの元素に関する記述として誤りを含むものはどれ

か。最も適当なものを、次のⓐ～ⓔのうちから一つ選びなさい。 2

ⓐ 金属元素より非金属元素の方が多い。

ⓑ 最も陽イオンになりやすい元素はカリウムである。

ⓒ 貴ガス（希ガス）の最外殻電子の数はすべて 8 個である。

ⓓ イオン化エネルギーが最も大きい原子はヘリウムである。

ⓔ 第 4 周期に属する元素の原子の最外電子殻は N 殻である。

化 学 基 礎
解答箇所は 1 から 8 です。
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問3 ．次の物質のうち、非共有電子対の数が最も多いものはどれか。最も適当なも

のを、次のⓐ～ⓔのうちから一つ選びなさい。 3

ⓐ HCl ⓑ H2O ⓒ HCN
ⓓ N2 ⓔ CO2

問 4 ．質量パーセント濃度が 98 ％の濃硫酸（密度 1.8 g/cm3）を用いて 1.0 mol/L

の硫酸 500 mL をつくるとき、濃硫酸は何 mL 必要か。最も適当な数値を、次

のⓐ～ⓔのうちから一つ選びなさい。 4

ⓐ 22 ⓑ 24 ⓒ 26

ⓓ 28 ⓔ 30

問5 ．一酸化炭素の燃焼を表す化学反応式は、次の通りである。これに関する記述

として誤りを含むものはどれか。最も適当なものを、次のⓐ～ⓔのうちから

一つ選びなさい。ただし、空欄 ア ～ ウ には係数が入り、最も簡単

な整数の比とする。 5

ア CO＋ イ O2 → ウ CO2

ⓐ ア と ウ には同じ係数が入る。

ⓑ 反応する COの質量は、反応する O2 の質量より小さい。

ⓒ 標準状態で 44.8 L の CO2 を生成するためには、O2 が 1 mol 必要である。

ⓓ 反応する COと O2 の質量の和は、生成する CO2 の質量と等しい。

ⓔ 反応後の気体は無色である。
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問6 ．①～④の化合物のうち、水に溶解すると酸性を示すものはどれか。最も適当

なものを、次のⓐ～ⓙのうちから一つ選びなさい。 6

① 塩化ナトリウム ② 酢酸カルシウム ③ 塩化アンモニウム

④ 硫酸水素ナトリウム

ⓐ ①のみ　　ⓑ ②のみ　　ⓒ ③のみ　　ⓓ ④のみ　　ⓔ ①・②

ⓕ ①・③　　ⓖ ①・④　　ⓗ ②・③　　ⓘ ②・④　　ⓙ ③・④

問7 ．市販の食酢を 10 倍に薄めたのち、10 mL はかり取りコニカルビーカーに入

れた。この溶液にフェノールフタレインを 1、2 滴滴下したのち、0.10 mol/L

の水酸化ナトリウム水溶液を用いて滴定したところ、7.5 mL 滴下したとき水溶

液の色が変化したので滴定を終了した。市販の食酢中の酢酸のモル濃度は何

mol/L か。最も適当な数値を、次のⓐ～ⓔのうちから一つ選びなさい。ただ

し、市販の食酢に含まれている酸は酢酸のみであるとする。 7

ⓐ 0.075 ⓑ 0.090 ⓒ 0.50

ⓓ 0.75 ⓔ 0.90

問8 ．次の下線で示す原子の酸化数が等しい物質の組合せはどれか。最も適当なも

のを、次のⓐ～ⓔのうちから一つ選びなさい。 8

ⓐ KMnO4 とMnSO4
ⓑ H2 O 2 と SO 2

ⓒ NH4NO3 と NH3
ⓓ K2 Cr 2O7 と K2 CrO4
ⓔ H2 C 2O4 と CO2
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問題 1 ．細胞の共通性と多様性に関する次の問い（問 1 ～ 4）に答えなさい。�

［ 解答番号　 9 ～ 12 ］

表は、細胞内の構造体 ア ～ ウ およびミトコンドリア、葉緑体の有

無を示したものである。なお、表中の＋はその構造体が存在すること、－は存在

しないことを示している。

問 1 ．表中の ア ～ ウ に入る語はどれか。最も適当なものを、次のⓐ～

ⓕのうちから一つ選びなさい。� 9

ア イ ウ

ⓐ 核（核膜）� 　細胞壁 細胞膜

ⓑ 核（核膜）� 　細胞膜 細胞壁

ⓒ 細胞膜 　核（核膜）� 細胞壁

ⓓ 細胞膜 　細胞壁 核（核膜）

ⓔ 細胞壁 　核（核膜）� 細胞膜

ⓕ 細胞壁 　細胞膜 核（核膜）

表

細胞

構造体�
原核細胞

真核細胞

動物 植物

DNA ＋ ＋ ＋

ア － ＋ ＋

イ ＋ ＋ ＋

ウ ＋ － ＋

ミトコンドリア エ オ カ

葉緑体 － － ＋

生 物 基 礎
解答箇所は 9 から 16 です。
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問2 ．表中の エ ～ カ に入る記号はどれか。最も適当なものを、次のⓐ
～ⓗのうちから一つ選びなさい。� 10

エ オ カ エ オ カ

ⓐ �＋� 　�＋� �＋� ⓑ �＋� 　�＋� �－

ⓒ �＋� 　�－� �＋� ⓓ �＋� 　�－� �－

ⓔ �－� 　�＋� �＋� ⓕ �－� 　�＋� �－

ⓖ �－� 　�－� �＋� ⓗ �－� 　�－� �－

問3 ．ミトコンドリアについて正しいものはどれか。最も適当なものを、次のⓐ～
ⓞのうちから一つ選びなさい。� 11

① 呼吸を行う。

② 長さ50～ 100μmの棒状である。

③ 酢酸オルセイン液でよく染まる。

④ 凸（とつ）レンズ型や紡錘形をしているものが多い。

⑤ 光合成を行う。

ⓐ ①のみ　　ⓑ ②のみ　　ⓒ ③のみ　　ⓓ ④のみ　　ⓔ ⑤のみ
ⓕ ①・②　　ⓖ ①・③　　ⓗ ①・④　　ⓘ ①・⑤　　ⓙ ②・③
ⓚ ②・④　　ⓛ ②・⑤　　ⓜ ③・④　　ⓝ ③・⑤　　ⓞ ④・⑤

問 4 ．葉緑体について正しいものはどれか。最も適当なものを、次のⓐ～ⓞのう
ちから一つ選びなさい。� 12

① すべての真核細胞に存在する。

② クロロフィルという色素を含む。

③ 光エネルギーを使って有機物を生成する。

④ 核のDNAとは異なる独自のDNAが存在する。

⑤ セルロースが主成分である。

ⓐ ①・② ⓑ ①・③ ⓒ ①・④ ⓓ ①・⑤
ⓔ ②・③ ⓕ ②・④ ⓖ ②・⑤ ⓗ ③・④
ⓘ ③・⑤ ⓙ ④・⑤ ⓚ ①・②・③　　ⓛ ①・③・④
ⓜ ①・④・⑤　　ⓝ ②・③・④　　ⓞ ②・④・⑤

―6―

問題 2 ．免疫に関する次の問い（問 1 ～ 4）に答えなさい。�

［ 解答番号　 13 ～ 16 ］

問 1 ．図中のア～ウ細胞はどれか。最も適当なものを、次のⓐ～ⓛのうちから一
つ選びなさい。� 13

ア  イ  　　　ウ

ⓐ ヘルパーT細胞� 　　　キラーT細胞� � B 細胞

ⓑ ヘルパーT細胞� 　　　B細胞� � キラーT細胞

ⓒ ヘルパーT細胞� 　　　キラーT細胞� � 形質細胞

ⓓ ヘルパーT細胞� 　　　形質細胞�� キラーT細胞

ⓔ キラーT細胞� 　　　ヘルパーT細胞�� B 細胞

ⓕ キラーT細胞� 　　　B細胞� � ヘルパーT細胞

ⓖ キラーT細胞� 　　　ヘルパーT細胞�� 形質細胞

ⓗ キラーT細胞� 　　　形質細胞�� ヘルパーT細胞

ⓘ B細胞 　　　キラーT細胞� � ヘルパーT細胞

ⓙ B細胞 　　　ヘルパーT細胞�� キラーT細胞

ⓚ B細胞 　　　キラーT細胞� � 形質細胞

ⓛ B細胞 　　　形質細胞�� キラーT細胞

獲得免疫

自然免疫

図
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問 2 ．図中のエ細胞について、正しいのはどれか。最も適当なものを、次のⓐ～
ⓞのうちから一つ選びなさい。� 14

① 食細胞の中では最も数が多い。

② 食作用をもつ。

③ 血液中では単球として存在する。

④ 抗原提示を行う。

⑤ 毛細血管を拡張させる。

ⓐ ①のみ　　ⓑ ②のみ　　ⓒ ③のみ　　ⓓ ④のみ　　ⓔ ⑤のみ
ⓕ ①・②　　ⓖ ①・③　　ⓗ ①・④　　ⓘ ①・⑤　　ⓙ ②・③
ⓚ ②・④　　ⓛ ②・⑤　　ⓜ ③・④　　ⓝ ③・⑤　　ⓞ ④・⑤

問 3 ．図中のウ細胞について、正しいのはどれか。最も適当なものを、次のⓐ～
ⓞのうちから一つ選びなさい。� 15

① リンパ球の一種である。

② 胸腺で分化する。

③ がん細胞を認識し攻撃する。

④ HIV（ヒト免疫不全ウイルス）が感染する。

⑤ 形質細胞に分化する。

ⓐ ①のみ　　ⓑ ②のみ　　ⓒ ③のみ　　ⓓ ④のみ　　ⓔ ⑤のみ
ⓕ ①・②　　ⓖ ①・③　　ⓗ ①・④　　ⓘ ①・⑤　　ⓙ ②・③
ⓚ ②・④　　ⓛ ②・⑤　　ⓜ ③・④　　ⓝ ③・⑤　　ⓞ ④・⑤

問4 ．80人の血液検査を行った。抗 A血清（抗 A抗体を含む）と凝集した人が20人、

抗 B血清（抗 B抗体を含む）と凝集した人が41 人、両方の血清と凝集した人

と、両方の血清で凝集しなかった人の合計が33人であった。AB型は何人か。

空欄 16 に当てはまるものを、次のⓐ～ⓙのうちから一つ選びなさい。�
16

�十の位 一の位

16 　　人

ⓐ 0　�ⓑ 1　�ⓒ 2　�ⓓ 3　�ⓔ 4　�ⓕ 5　�ⓖ 6　�ⓗ 7　�ⓘ 8　�ⓙ 9
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国語②

国語①

問
題
、
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
後
の
問
い
（
問
1
～
8
）
に
答
え
な
さ
い
。（
設
問
の
都
合
で
本
文
の
段
落
に

1

～

17

の
番
号
を
付
し
て
あ
る
。）

人
は
森
を
壊
し
都
市
を
作
っ
て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
都
市
の
中
で
自
然
再
生
を
行
っ
て
き
た
文
化
が
あ
る
。
そ
れ
が
庭
で
あ
る
。
庭
と
は
人

間
と
自
然
と
の
関
係
の
文
化
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
庭
に
と
っ
て
主
題
と
な
る
自
然
が
、
大
き
く
変
化
し
て
い
る
今
日
、
作
庭
す
る
人

間
と
し
て
、
限
ら
れ
た
空
間
と
し
て
の
庭
を
超
え
、
人
間
と
自
然
の
関
係
の
文
化
と
し
て
の
「
庭
」
と
は
何
か
を
俯ふ

瞰か
ん

し
た
視
点
で
見
渡
し
て
み

る
こ
と
に
よ
り
、「
庭
」
が
今
日
の
人
間
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
か
、
そ
し
て
改
め
て
「
庭
」
と
は
何
か
を
考
え
た
い
と
思
う
。

Ａ

庭
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
整
形
式
と
自
然
風
景
式
と
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
。
自
然
観
の
違
い
に
よ
り
自
然
へ
の
か
か
わ
り
方
の
違
い
が
生
ま

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
自
然
よ
り
人
間
を
上
と
と
ら
え
る
西
欧
に
お
い
て
は
、
整
形
式
が
長
く
歴
史
的
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
の
様
式
の
熟
成
し

た
一
例
で
あ
る
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
庭
は
、
中
心
の
軸
線
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
ま
わ
り
は
左
右
対
称
の
空
間
配
置
と
な
り
、
刺し

繡
し
ゅ
う

花
壇
と
呼
ば

れ
る
植
物
ま
で
が
文
様
の
よ
う
に
整
え
ら
れ
る
自
然
の
楽
し
み
方
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
い
よ
い
よ
農
村
的
自
然
景
観
す
ら
少
な
く
な
っ
て
き
た

産
業
革
命
の
少
し
前
、
イ
ギ
リ
ス
で
牧
歌
的
農
村
の
景
を
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
描
く
自
然
風
景
式
の
庭
園
様
式
が
生
ま
れ
る
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
に

わ
た
り
、
公
共
空
間
デ
ザ
イ
ン
手
法
と
な
っ
た
の
が
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
で
は
、
自
然
が
人

間
よ
り
も
上
の
も
の
と
と
ら
え
る
自
然
観
の
も
と
、
自
然
風
景
式
庭
園
と
い
う
様
式
を
成
立
さ
せ
発
展
し
て
き
た
。
こ
の
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日

本
に
加
え
て
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
風
景
式
も
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
違
い
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
ま
た
の
機
会
に
し
た
い
。

そ
れ
で
は
我
が
国
の
自
然
風
景
式
と
い
う
様
式
に
属
す
る
日
本
の
庭
と
呼
ぶ
も
の
の
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う

か
。庭

は
、
仏
教
の
伝
来
と
と
も
に
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
成
立
の
背
景
に
は
Ｂ

「
庭
」
と
呼
ば
れ
る
空
間
へ
と
至
る
前
の
、
自
然
と
人
間

国

語

解
答
箇
所
は

17

～

31

で
す
。

①

1234
の
関
係
の
場
・
空
間
が
あ
る
。
人
間
は
自
然
の
一
員
で
あ
る
こ
と
と
、
自
然
か
ら
あ
ま
り
に
も
か
け
離
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
の
両
面
性
を
持

つ
。
そ
の
両
面
性
の

Ｘ

を
解
消
す
る
た
め
に
人
は
自
然
と
の
関
係
の
場
を
様
々
に
持
っ
て
き
た
。
川
）
1

（
注

勝
平
太
に
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
学
者
オ）
2

（
注

ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
、「
ベ
ル
ク
風
土
学
と
は
何
か
」
と
い
う
書
が
あ
る
。
そ
の
中
で
「
近
代
西
欧
の
知
の
範
型
」
の

源
流
は
「
わ
れ
思
う
、
ゆ
え
に
我
あ
り
」
に
あ
る
と
、
デ
）
3

（
注

カ
ル
ト
の
（
ａ
）
テ
ー
ゼ
を
引
い
て
い
る
。
近
代
西
欧
の
人
間
中
心
主
義
的
環
境
へ
の

か
か
わ
り
方
を
批
判
し
、「
近
代
知
性
の
超
克
」
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
環
境
と
人
間
の
不
可
分
の
関
係
を
読
み
解
こ
う
と
し
て
い
る
の
が
、

ベ
ル
ク
風
土
学
だ
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
論
考
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
日
本
の
自
然
と
人
間
文
化
の
関
係
を
体
系
づ
け
た
ハ
）
4

（
注

ル
オ
・
シ
ラ
ネ

の
『
四
季
の
創
造

日
本
文
化
と
自
然
観
の
系
譜
』
に
も
多
く
を
負
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
視
点
を
も
参
考
に
し
な
が
ら
、「
日
本
の
庭
」
を
日

本
の
環
境
論
へ
と
展
開
す
る
こ
と
を
試
み
、
庭
と
い
う
も
の
が
持
つ
今
日
に
お
け
る
意
味
を
問
い
た
い
と
思
う
。

先
人
た
ち
の
日
本
の
暮
ら
し
の
中
に
見
え
て
く
る
人
と
自
然
と
の
関
係
の
場
の
ま
ず
一
つ
目
は
、
宇
宙
の
す
べ
て
を

司
つ
か
さ
ど

る
、
畏
怖
す
べ
き
自

然
と
の
直
接
的
関
係
の
場
で
あ
る
。
二
つ
目
は
里
地
・
里
山
と
呼
ば
れ
る
、
生
活
資
材
を
得
る
た
め
に
周
り
の
自
然
環
境
に
手
を
加
え
な
が
ら
、

農
を
基
本
に
置
く
暮
ら
し
の
場
が
あ
る
。
三
つ
目
は
仏
教
文
化
の
一
つ
と
し
て
中
国
か
ら
伝
わ
り
、
都
市
の
生
活
環
境
の
中
に
組
み
立
て
ら
れ
た

二
次
的
自
然
と
し
て
の
、
い
わ
ゆ
る
「
庭
」
と
呼
ば
れ
る
場
で
あ
る
。
人
間
と
自
然
と
の
関
係
の
場
を
こ
の
三
つ
の
場
と
し
て
俯
瞰
的
に
眺
め
た

視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
「
庭
」
と
は
何
か
を
問
い
た
い
と
思
う
。

日
本
の
国
土
は
高
緯
度
か
ら
低
緯
度
に
長
く
延
び
た
小
さ
な
島
国
で
あ
る
こ
と
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
多
様
な
気
象
、
起
伏
の
多
い
複
雑
な
地

形
、
多
様
な
植
生
の
自
然
環
境
で
あ
り
、
そ
う
し
た
自
然
環
境
と
の
対
応
の
中
で
日
本
人
の
自
然
観
は
育
ま
れ
て
き
た
。

古
代
に
お
い
て
は
、
自
然
は
予
測
困
難
な
脅
威
で
あ
っ
た
。
自
然
は
八や

百お

万
よ
ろ
ず

の
神
々
が
司
り
、
人
間
は
地
震
、
津
波
、
洪
水
、
火
山
の

（
ア
）

フ
ン
カ
な
ど
の
災
害
が
起
こ
ら
ぬ
よ
う
自
然
を
敬
い
鎮
め
よ
う
と
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
神
々
と
の
対
話
、
交
信
の
場
所
と
し
て
、
自
然
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
凝
縮
し
た
よ
う
な
姿
が
如
実
に
感
じ
取
れ
る
山
、
巨
木
、
巨
石
な
ど
に
聖
性
を
認
め
祈
り
奉
っ
て
来
た
。
原
始
ア
）
（

（
注

ニ
ミ
ズ
ム
的
と

も
言
い
表
さ
れ
る
、
自
然
と
の
関
係
の
行
為
で
あ
り
場
で
あ
っ
た
。

ま
ず
そ
の
（
ｂ
）
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
、「
磐い
わ

座く
ら

」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る
。
神
は
あ
る
限
ら
れ
た
と
き
に
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
凝
縮

（
注
6
）

②

（678

の
場
を
神ひ

も

籬ろ
ぎ

、

依よ

り
代し

ろ

と
し
て
降
り
て
く
る
。
玄げ

ん
か
い
な
だ

界
灘
の
沖
に
あ
る
宗む

な

像か
た

神
社
の
沖
津
宮
の
巌が

ん

崖が
い

脇
に
儀
式
の
場
、
祈
り
の
場
が
あ
る
。
ま
さ

に
古
代
が
封
印
さ
れ
た
ま
ま
の
よ
う
な
場
所
で
あ
る
。
ま
た
奈
良
の
三
輪
山
も
山
そ
の
も
の
を
ご
神
体
と
し
て
、
山
の
奥
深
く
の
岩
の
が
）
（注

（
注

れ
場
の

よ
う
な
場
所
を
磐
座
と
し
て
ま
つ
っ
て
お
り
、
入
山
が
制
限
さ
れ
、
そ
の
神
々
し
い
気
配
を
今
も
残
す
。
後
に
庭
園
の
骨
格
が
石
組
み
で
表
現
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
が
、
こ
の
よ
う
な
自
然
と
の
交
信
の
装
置
と
し
て
の
意
味
が
含
ま
れ
る
。

こ
れ
と
は
対
照
的
に
四
方
を
し
め
縄
で
囲
ん
だ
白
砂
を
敷
き
詰
め
た
何
も
な
い
空
間
、「
斎ゆ

庭に
わ

」
と
呼
ば
れ
る
祭
事
の
場
が
あ
る
。
聖
性
と
政

治
を
「
ま
つ
り
ご
と
」
と
し
て
結
び
つ
け
る
場
で
あ
る
。
後
年
そ
こ
に
建
築
も
加
わ
る
。
京
都
御
所
の
紫し

宸し
ん

殿で
ん

と
そ
の
前
の
白
砂
敷
き
の
空
間

が
ま
さ
に
そ
の
姿
で
あ
る
。
沖
縄
に
は
御う

た

き嶽
と
呼
ば
れ
る
儀
式
の
た
め
の
何
も
な
い
場
が
今
も
残
る
。
こ
の
何
も
な
い
物
事
が
行
わ
れ
る
場
、
発

生
す
る
場
が
、
庭
が
持
つ
も
う
一
つ
の
大
き
な
意
味
へ
と
つ
な
が
る
。

伊い

勢せ

の
神
宮
は
、
広
大
な
神
宮
の
森
と
そ
こ
か
ら
流
れ
出
る
五い

す

ず

十
鈴
川
の
脇
の
敷
地
が
、
ま
さ
に
聖
性
と
政
治
が
結
び
付
け
ら
れ
た
空
間
と

な
っ
て
い
る
。
遷
）
（注

（
注

宮
、
御み

た

ら

し

手
洗
場ば

な
ど
、
原
初
の
自
然
と
の
直
接
的
や
り
取
り
が
儀
式
と
し
て
形
作
ら
れ
て
い
く
。

古
代
の
墓
も
宇
宙
的
聖
性
と
の
交
信
の
場
で
あ
る
こ
と
に
重
ね
て
、
祖
先
の
霊
を
祭
る
場
、
権
力
の
ア
ピ
ー
ル
の
場
で
あ
っ
た
。
堺
さ
か
い

市
に
は

土
と
石
を
使
っ
て
高
く
盛
ら
れ
た
日
本
最
大
の
古
墳
、
仁
徳
天
皇
陵
が
あ
る
。
巨
大
な
岩
を
加
工
す
る
こ
と
な
く
組
み
合
わ
せ
作
ら
れ
た
も
の
に

明あ

す

か

日
香
の
石
舞
台
古
墳
が
あ
る
。
秋
田
県
大お
お

湯ゆ

の
環
状
列
石
も
お
そ
ら
く
は
古
代
の
墓
で
あ
っ
た
ろ
う
と
（
イ
）

ス
イ
ソ
ク
さ
れ
る
。
直
径
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
円
の
中
に
い
く
つ
も
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
円
が
（
ウ
）

サ
ン
ザ
イ
し
、
そ
の
配
石
は
ま
る
で
宇
宙
図
の
よ
う
で
あ
り
、
庭
園
の
石
組

み
の
よ
う
で
も
あ
る
。

人
は
は
じ
め
に
自
然
の
中
の
聖
性
を
感
じ
る
場
所
を
選
び
、
背
後
に
い
る
神
と
対
話
す
る
た
め
の
場
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
、
そ
の
場
に
印

だ
け
を
つ
け
た
。
次
に
自
然
界
と
人
の
居
住
す
る
地
域
の
境
に
、
自
然
と
対
話
す
る
装
置
や
、
場
を
人
の
力
で
組
み
立
て
た
。
聖
性
を
認
め
る
自

然
と
の
直
接
的
対
話
を
始
ま
り
と
し
て
、
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
の
指
摘
に
も
あ
る
よ
う
に
そ
の
後
Ｃ

自
然
で
あ
る
こ
と
を
文
化
の
到
達
点

と
み
な
す
日
本
人
独
特
の
思
想
が
育
ま
れ
て
ゆ
く
。
自
然
は
（
ｃ
）
俗ぞ
く

塵じ
ん

か
ら
人
を
清
め
る
と
の
考
え
も
生
ま
れ
、
野
生
の
自
然
の
中
に
入
っ
て

い
く
行
為
が
修
験
道
や
隠い
ん

棲せ
い

者
の
思
想
を
生
む
に
至
る
。

（
注
7
）

（
注
8
）

（
注
9
）

（
注
11
）

（
注
13
）

③
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こ
こ
で
西
欧
世
界
と
大
き
く
違
う
の
は
、
そ
の
場
の
形
状
に
加
工
の
手
を
で
き
る
だ
け
加
え
ず
、
場
を
示
す
た
め
の
最
小
限
の
造
形
だ
け
に
と

ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
場
が
主
で
あ
っ
て
、
人
間
は
そ
こ
へ
の
か
か
わ
り
方
を
示
す
だ
け
で
あ
る
と
い
う
、
環
境
へ
の
か
か
わ
り
方
で

あ
っ
た
。

平
安
時
代
も
後
期
に
な
る
と
、
治
水
や
灌か
ん

漑が
い

の
技
術
が
発
達
し
て
人
間
が
あ
る
程
度
自
然
を
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
畏
怖
さ
れ
た
神
は
、

恵
み
を
得
る
た
め
の
土
地
を
守
る
鎮
守
の
神
や
農
耕
の
神
と
な
り
、
こ
う
し
た
神
々
を
崇あ
が

め
な
が
ら
、
人
間
が
自
然
に
手
を
加
え
て
作
ら
れ
て
き

た
の
が
「
里
地
・
里
山
」
と
呼
ば
れ
る
農
山
村
で
あ
る
。

日
本
の
稲
作
農
業
に
と
っ
て
は
、
西
欧
世
界
の
小
麦
農
業
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
豊
か
な
水
が
必
要
で
あ
り
、
氾
濫
の
危
険
の
よ
り
少
な
い

山
裾
の
少
し
開
け
た
谷
あ
い
や
盆
地
が
耕
作
地
と
し
て
選
択
さ
れ
、
人
々
は
そ
こ
に
住
み
込
ん
で
き
た
。
狭
い
谷
の
一
本
の
水
系
だ
け
を
頼
り
に

そ
の
地
に
住
み
つ
い
た
人
々
は
、
何
代
に
も
わ
た
り
そ
の
地
か
ら
恵
み
を
得
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
そ
の
地
の
自
然
を
使
い
尽
く
す

こ
と
な
く
利
用
し
続
け
る
た
め
の
知
恵
を
育
ん
で
ゆ
く
。
そ
の
た
め
に
、
細
や
か
な
地
形
と
気
象
条
件
の
読
み
と
り
が
い
や
お
う
な
く
強
い
ら

れ
、
そ
の
暮
ら
し
の
営
み
の
景
が
流
域
ご
と
に
微
妙
に
異
な
る
日
本
の
農
村
景
観
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
治
水
事
業
や
耕
作
地
の
開

発
で
は
、
そ
の
地
の
自
然
に
従
い
な
が
ら
の
最
低
限
の
地
形
の
改
変
で
あ
っ
た
。
棚
田
の
景
は
そ
の

Ｙ

な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
稲
作
に
お

け
る
種
籾も
み

ま
き
、
田
植
え
、
草
取
り
、
刈
り
取
り
と
い
う
一
連
の
作
業
は
、
自
然
が
持
つ
リ
ズ
ム
と
人
々
の
暮
ら
し
の
リ
ズ
ム
と
を
一
体
化
す
る

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
知
恵
が
、
祭
り
や
季
節
ご
と
の
風
俗
習
慣
と
な
り
、
厳
し
い
自
然
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
生
き
る
人
々
の
暮
ら
し
の

姿
と
な
っ
て
き
た
。

こ
こ
で
も
う
一
つ
ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
に
よ
り
示
さ
れ
た
重
要
な
視
点
が
あ
る
。
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
里
山
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
で
あ
る
。
平
安
時
代
、
民
話
で
は
里
山
の
生
活
が
人
間
と
自
然
が
親
し
い
関
係
に
あ
る
場
所
と
し
て
描
か
れ
る
。
ま
た
、
貴
族
た
ち
に
と
っ

て
里
山
は
都
市
社
会
の
日
常
か
ら
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
る
場
所
と
考
え
ら
れ
、「
山
遊
び
」「
野
遊
び
」
の
場
と
な
り
、
和
歌
に
詠う
た

わ
れ
た
。
さ
ら

に
和
歌
の
題
に
も
と
づ
い
た
春
の
桜
、
秋
の
月
、
冬
の
雪
な
ど
を
楽
し
む
季
節
の
娯
楽
の
多
く
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
武
家
や
庶
民
に
も
受
け
継

が
れ
（
エ
）

タ
イ
シ
ュ
ウ
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
鎌
倉
時
代
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
禅
の
影
響
を
受
け
た
水
墨
画
に
は
山
に
住
む
隠
者
が
描
か
れ
、

④

13141（16
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山
里
が
理
想
化
さ
れ
た
場
所
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
日
の
里
山
は
使
わ
れ
方
や
姿
が
大
き
く
変
化
し
て
し
ま
っ
た
。
明
る
い
雑
木
林
は
人
の
立
ち
入
れ
な
い
鬱う
っ

蒼そ
う

と
し
た
林
に
変
わ
り
、
農
業
生

産
の
場
、
暮
ら
し
の
場
と
し
て
存
在
し
た
里
地
・
里
山
景
観
の
（
オ
）

イ
ジ
が
大
変
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
自
然
と
の
共
生
が
模
索
さ
れ
る

今
日
、
Ｄ

過
去
の
都
市
生
活
者
が
そ
そ
い
だ
里
地
・
里
山
へ
の
視
線
は
わ
た
し
た
ち
都
市
に
住
む
者
に
大
き
な
示
唆
を
与
え
る
。
次
の
時
代
の

人
間
の
豊
か
さ
を
実
現
す
る
た
め
の
新
し
い
形
の
暮
ら
し
と
自
然
の
関
係
の
姿
と
し
て
生
ま
れ
て
く
る
も
の
が
あ
る
は
ず
だ
と
思
う
。

―
岡
田
憲
久
「
人
間
と
自
然
の
関
係
の
文
化
『
庭
』
の
今
」
に
よ
る
―（
出
題
の
都
合
上
、
一
部
中
略
し
た
箇
所
が
あ
る
）

（
注
）

1

川
勝
平
太
…
日
本
の
経
済
学
者
、
政
治
家
（
一
九
四
八
～
）。

2

オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
…
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
学
者
（
一
九
四
二
～
）。

3

デ
カ
ル
ト
…
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
、
数
学
者
（
一
五
九
六
～
一
六
五
〇
）。

4

ハ
ル
オ
・
シ
ラ
ネ
…
ア
メ
リ
カ
の
日
本
文
学
研
究
者
（
一
九
五
一
～
）。

（

ア
ニ
ミ
ズ
ム
…
自
然
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
事
物
が
霊
魂
を
も
っ
て
い
る
と
す
る
考
え
方
。

6

磐
座
…
神
霊
が
宿
る
岩
。

7

神
籬
…
神
霊
を
招
く
た
め
に
、
常
緑
樹
を
立
て
て
つ
く
っ
た
神
座
。

8

依
り
代
…
神
霊
が
よ
り
つ
く
も
の
。

9

玄
界
灘
…
九
州
の
北
西
に
あ
る
海
域
。

10

が
れ
場
…
岩
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
る
急
斜
面
。

11

紫
宸
殿
…
平
安
京
内
裏
の
正
殿
。
朝
廷
の
儀
式
が
多
く
行
わ
れ
た
。

12

遷
宮
…
神
社
の
本
殿
の
建
て
替
え
や
修
理
の
際
に
、
新
し
い
社
殿
に
神
体
を
遷う
つ

す
こ
と
。
こ
こ
で
は
伊
勢
神
宮
で
二
十
年
に

一
度
行
う
式
年
遷
宮
を
指
す
。

⑤

17

13

御
手
洗
場
…
参
拝
の
前
に
手
や
口
を
浄
め
る
場
所
。
伊
勢
神
宮
で
は
五
十
鈴
川
が
御
手
洗
場
と
な
っ
て
い
る
。

⑥

問
1
、
傍
線
部
（
ア
）
～
（
オ
）
の
漢
字
と
同
じ
漢
字
を
含
む
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

［
解
答
番
号

17

～

21

］

（
ア
）
フ
ン
カ17

ⓐ
セ
イ
フ
ン
工
場
で
働
く
。

ⓑ
事
態
が
フ
ン
キ
ュ
ウ
す
る
。

ⓒ
フ
ン
パ
ツ
し
て
高
い
肉
を
買
う
。

ⓓ
不
満
が
フ
ン
シ
ュ
ツ
す
る
。

（
イ
）
ス
イ
ソ
ク

18

ⓐ
新
し
い
政
策
を
ス
イ
シ
ン
す
る
。

ⓑ
昨
日
か
ら
イ
ッ
ス
イ
も
し
て
い
な
い
。

ⓒ
ス
イ
ジ
・
洗
濯
を
行
う
。

ⓓ
校
庭
の
鉄
棒
で
ケ
ン
ス
イ
す
る
。

（
ウ
）
サ
ン
ザ
イ

19

ⓐ
友
人
の
意
見
に
サ
ン
ド
ウ
す
る
。

ⓑ
強
い
サ
ン
セ
イ
の
雨
が
降
る
。

ⓒ
気
晴
ら
し
に
サ
ン
ポ
に
行
く
。

ⓓ
グ
ル
ー
プ
サ
ン
カ
の
企
業
で
働
く
。

（
エ
）
タ
イ
シ
ュ
ウ

20

ⓐ
整
理
し
た
本
を
シ
ュ
ウ
ノ
ウ
す
る
。

ⓑ
地
元
で
シ
ュ
ウ
シ
ョ
ク
す
る
。

ⓒ
事
件
解
決
に
シ
ュ
ウ
ネ
ン
を
燃
や
す
。

ⓓ
シ
ュ
ウ
ギ
イ
ン
選
挙
に
立
候
補
す
る
。

（
オ
）
イ
ジ

21

ⓐ
イ
シ
ャ
リ
ョ
ウ
を
支
払
う
。

ⓑ
石
油
か
ら
セ
ン
イ
を
合
成
す
る
。

ⓒ
本
を
読
ん
で
ゴ
イ
を
増
や
す
。

ⓓ
イ
ス
に
深
く
腰
か
け
る
。

⑦

問
2
、
傍
線
部
（
ａ
）
～
（
ｃ
）
の
本
文
中
に
お
け
る
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ

ず
つ
選
び
な
さ
い
。

［
解
答
番
号

22

・

23

・

24

］

（
ａ
）
テ
ー
ゼ

ⓐ
反
論
。

ⓑ
主
張
。

ⓒ
疑
問
。

ⓓ
著
書
。

（
ｂ
）
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
も
の

ⓐ
分
か
る
人
に
は
分
か
る
も
の
。

ⓑ
有
名
に
な
り
そ
う
な
も
の
。

ⓒ
最
初
に
取
り
立
て
ら
れ
る
も
の
。

ⓓ
知
識
人
に
評
価
さ
れ
る
も
の
。

（
ｃ
）
俗
塵

ⓐ
日
常
生
活
の
中
の
つ
ま
ら
な
い
わ
ず
ら
わ
し
い
こ
と
。

ⓑ
都
市
生
活
の
中
で
身
に
つ
い
て
し
ま
う
汚
れ
の
こ
と
。

ⓒ
人
間
が
生
き
る
中
で
必
然
的
に
抱
く
欲
望
の
こ
と
。

ⓓ
生
き
る
た
め
の
役
に
立
た
な
い
不
要
な
も
の
の
こ
と
。

222324

⑧



栄大スカラシップ

国語⑥

国語⑤

問
3
、
本
文
中
の
空
欄

Ｘ

・

Ｙ

に
入
る
最
も
適
当
な
語
を
、
次
の
各
群
の
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
。

［
解
答
番
号

25

・

26

］

Ｘ

ⓐ
相
違

ⓑ
相
応

ⓒ
相
愛

ⓓ
相
克

Ｙ

ⓐ
付
随
的

ⓑ
慣
習
的

ⓒ
代
表
的

ⓓ
融
和
的

問
4
、
傍
線
部
Ａ
「
庭
の
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て
、
こ
の
文
章
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
か

ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

［
解
答
番
号

27

］

ⓐ
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
整
形
式
庭
園
が
西
欧
で
発
展
し
た
背
景
に
は
、人
間
を
自
然
の
上
位
に
置
く
自
然
観
が
あ
る
。

ⓑ
産
業
革
命
の
影
響
に
よ
り
農
村
に
み
ら
れ
た
自
然
景
観
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
を
受
け
て
、
自
然
風
景
式
の
庭
園
様
式
が
生
ま

れ
た
。

ⓒ
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
日
本
の
自
然
風
景
式
庭
園
は
、
自
然
を
人
間
よ
り
上
位
と
す
る
か
か
わ
り
方
が
イ
ギ
リ
ス
の
も
の
と
共
通
し
て

い
る
。

ⓓ
整
形
式
庭
園
で
は
、
空
間
を
左
右
対
称
に
配
置
し
た
り
植
物
を
文
様
の
よ
う
に
整
え
た
り
す
る
こ
と
で
農
村
の
風
景
を
再
現
し
て
き

た
。

2526

⑨

問
（
、
傍
線
部
Ｂ
「『
庭
』
と
呼
ば
れ
る
空
間
へ
と
至
る
前
の
、
自
然
と
人
間
の
関
係
の
場
・
空
間
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最

も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

［
解
答
番
号

28

］

ⓐ
仏
教
文
化
の
一
つ
と
し
て
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
、
都
市
の
生
活
環
境
に
形
成
さ
れ
た
二
次
的
な
自
然
。

ⓑ
予
測
困
難
な
災
害
を
も
た
ら
す
畏
怖
す
べ
き
存
在
な
が
ら
、
生
活
を
支
え
る
恵
み
を
与
え
る
暮
ら
し
の
場
。

ⓒ
日
本
の
地
理
的
条
件
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
、
複
雑
な
地
形
や
多
様
な
気
象
・
植
生
を
持
つ
自
然
環
境
。

ⓓ
人
間
中
心
主
義
的
な
環
境
へ
の
か
か
わ
り
方
を
批
判
す
る
意
図
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
、
神
々
を
崇
め
る
場
。

問
6
、
傍
線
部
Ｃ
「
自
然
で
あ
る
こ
と
を
文
化
の
到
達
点
と
み
な
す
日
本
人
独
特
の
思
想
」
と
あ
る
が
、
こ
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
か
の

説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

［
解
答
番
号

29

］

ⓐ
自
然
の
聖
性
を
示
す
場
に
新
た
に
建
築
が
加
わ
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。

ⓑ
自
然
の
中
で
修
業
を
す
る
修
験
道
が
隆
盛
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。

ⓒ
自
然
の
聖
性
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
に
対
話
の
場
を
作
っ
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。

ⓓ
権
力
者
の
墓
に
自
然
の
聖
性
に
通
ず
る
要
素
を
付
与
し
た
こ
と
か
ら
生
ま
れ
た
。

⑩

問
7
、
傍
線
部
Ｄ
「
過
去
の
都
市
生
活
者
が
そ
そ
い
だ
里
地
・
里
山
へ
の
視
線
」
と
あ
る
が
、「
過
去
の
都
市
生
活
者
」
に
と
っ
て
の
「
里
地
・
里
山
」

に
つ
い
て
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

［
解
答
番
号

30

］

ⓐ
鎮
守
の
神
や
農
耕
の
神
が
宿
る
と
信
じ
ら
れ
、
儀
式
が
行
わ
れ
た
り
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ
た
り
す
る
場
で
あ
っ
た
。

ⓑ
和
歌
や
水
墨
画
の
題
材
と
な
り
、
多
く
の
人
々
が
移
り
住
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
俗
世
を
離
れ
た
理
想
的
な
場
で
あ
っ
た
。

ⓒ
農
業
生
産
や
暮
ら
し
の
場
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
鬱
蒼
と
し
た
林
の
よ
う
な
場
で
あ
っ
た
。

ⓓ
日
常
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
場
所
と
し
て
認
識
さ
れ
、
季
節
ご
と
の
自
然
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
娯
楽
の
場
で
あ
っ
た
。

問
8
、
こ
の
文
章
の
構
成
に
関
す
る
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
ⓐ
～
ⓓ
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
び
な
さ
い
。

［
解
答
番
号

31

］

ⓐ
「『
庭
』
と
は
何
か
」
と
い
う
文
章
全
体
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

1

段
落
で
は
筆
者
の
考
え
を
要
約
し
て
述
べ
て
お
り
、

12

段
落

で
は
庭
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
に
具
体
例
を
交
え
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ⓑ
「
庭
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
分
類
と
そ
の
説
明
が

2

段
落
で
ま
と
め
て
述
べ
ら
れ
、
日
本
で
の
庭
の
成
立
に
つ
な
が
る
「
人
と
自
然
と

の
関
係
の
場
」
に
つ
い
て
は

（

段
落
で
分
類
が
示
さ
れ
た
後
に
、

6

段
落
以
降
で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

ⓒ
13

段
落
～

17

段
落
で
「
里
地
・
里
山
」
の
形
成
や
変
遷
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
お
り
、

17

段
落
で
は
「
里
地
・
里
山
」
の
歴

史
を
ふ
ま
え
て
暮
ら
し
と
自
然
の
関
係
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ⓓ
全
体
は

1

段
落
～

4

段
落
と
、

（

段
落
よ
り
後
の
大
き
く
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
、
前
半
は
西
欧
と
東
洋
の
庭
の
様
式
の

違
い
に
つ
い
て
、
後
半
は
日
本
の
庭
が
成
立
す
る
背
景
に
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

⑪


